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ポー ラン ド 、 ヤ ギ ェ ウォ 大 学 言語 ・ 文 学 学部 に 私 が 今年 提出 し た 博士 論文 の 
ー マ は 、「 紀 貫 之 と 十 世紀 の 日 本 文学 に 於 ける 文化 的 アイ デン ティ テイ ィ の 探 
求 」 と いう テー マ で し た 。 こ れ は 、 九 ・ 十 世紀 の 変わ り 目 に は 、 日 本 文学 展開 
と それ に 当たっ た 紀 吐 之 の 影響 を 明確 に 記述 し た 試み で し た ど 

紀 吐 之 は その 時 代 の 知識 的 な エリ ー ト に 属し 、「 古 今 和 歌集 ] の 編者 の 中 で 
最も 知 的 で 、 文 化 、 ま た 文学 に 向かっ て 最も 前 衛 的 な 精神 を も ちっ て いた と いう 
特徴 は 多く の 研究 者 に 述べ られ て いま す そう いう 精神 の 原因 は 、 吐 之 が 子供 
の 時 に 教育 され ん て いた こと だ っ た と 私 は 思い ます 。 歌 人 の 童 名 は 、 平 安 時 代 前 
期 の 書籍 に 残さ きれ て いる よう に 、「 内 教 坊 の 阿古 久 角 ] と いう あだ名 の よう な 
名 前 だ っ た よう で する その 名 前 の 意味 を 説明 する と 、「 内 教 坊 」 と いう の は 、 
[古語 大 辞典 ] に よれ ば 、「 内 裏 で 、 節 会 、 内 宴 の 折 に 奏する 女 楽 を 舞姫 に 教習 
させ た 所 "で す が 、 貫 之 は その 舞姫 の 子供 だ っ た で あろ うと 目 崎 徳 衛 氏 は 解 
釈 し て いま す 。「 阿 古 久 箇 ]」 に つい て は 、 同 辞典 は 「 阿 古 ] が 「 吾 子 ]、 つ まり 
「 我 が 子 」 と いう 言葉 の 湯 音 を 清音 化し た 書き 方 で き 「 久 箇 ]」 と いう の は 、「 貴 
所 」 の 転 で 、「 人 称 代名詞 。 相 手 に 対し て 、 散 意 や 親しみ を 表す ] と いう よう 
な 口語 の 「 チ ャ ン 」 に 似 て いる 接尾 語 の 役割 を 果たし た ? 要する に 、 名 前 で は 
な く 、 息 子 ちゃ ん の よう な 呼び 方 だ っ た よう で す 。 す な わ ち 、 貫 之 は 幼い 時 に 、 
舞姫 の 中 で 教育 さん て いた お か げ で 、 漢 詩 に 対立 し た 和歌 の 特徴 と 美 し さ を 習 
う 機 会 が あっ た と 思い ます 。 ま た 、 後 に 老後 に な っ て 書か れ た 「 土 佐 日 記 』 の 
語り 手 の 言葉 が これ ほど 上 手 に 平安 京 の 内 裏 の 女性 が 使っ て いた 言葉 を 仮 託し 


た の は 、 確 か に 母 か ら 受 けた 教育 の 故 だ ろう と 思い ます 。 

し か し 、 一 方 、 歌 人 の 父 紀 望 行 が な く な っ た 後 、 有 名 な 漢学 者 の 祖父 紀 本 道 
の 屋敷 へ 連れ て 行か れ 、 信 教 と か 漢詩 な どの 教育 を 受け まし た 。 仁和 之 は 十 九 歳 
に な っ て 、 大 学寮 へ 進ん で 、 十 年 間 で 漢文 と 中 国文 学 を 勉強 し まし た 。 そ うい 
う よ う に 二 つ の 場所 で 、 ま た 二 つ の 全然 違っ た (相互 に 対立 し た ) 社会 層 の 代 
表 者 に 育て られ て いた お か げ で 、 貫 之 の 全部 の 作品 の 構成 に は 絶え ず 唐 風 文化 
と の 対話 と か 、 ま た 唐 風 文化 と 国 風 文化 と の 相違 点 の 探求 の 要素 が み ら れ る と 
思い ます 。 

本 発表 で は 、 多 く の 研 究 者 に 述べ られ た 『 土 佐 日 記 ]】 に 於 ける ある 程度 の 折 
素性 を 取り 上 げ 、 日 記 に 文学 作品 と し て の 美学 的 な 価値 を 見 出す か どう か 、 ま 
た 作品 の 評価 や ジャ ン ル の 決定 な ど と いう 間 題 に つい て 自分 の 意見 を 述べ た い 
と 思い ます 。 

中 国 唐 の 衰退 の 原因 と な っ た 黄 巣 の 乱 の 後 、894 年 に 菅原 道真 と 紀 長 谷 雄 が 
引率 する 予定 だ っ た 第 18 回 の 最後 の 遺 唐 使 は 中 止 き まれ まし た 。 東 アジ ア の 一 番 
大 き な 都 市 長安 だ け で は な く 、 唐 が 減 亡 し た 後 、 平 安 京 の 知識 層 の 代表 者 は 、 
「 我 々 は どん な 民族 で ある か | と か 「 我 が 文化 の 根源 は どこ に ある か 」 と 自ら 
に 問い か け 、 文 化 や 美術 な どの 視点 か ら 自分 達 の 差異 を 探求 し 始め た と 思い ま 
す 。 

し か し な が ら 、 日 本 古典 美術 の 歴史 を その 九 ・ 十 世紀 の 変わ り 目 か ら も うす 
こし 遡っ て みる と 、 九 世紀 の 始ま りか ら 、 要 する に 、 貝 峨 天皇 時 代 に は 、 日 本 
文学 の 水準 だ け で は な く 、 美 術 の 様々 な ジャ ン ル に も 日 本 列島 の 美学 的 な 男 時 
は 、 中 国 唐 代 の も の と は 既に 少し 離れ て いた と いう 最初 の 兆 が 見 える と 思い ま 
す 。 武 光 誠 氏 は 次 の よう に 述べ て いま す : 

「 平 安 初 期 の 積極 的 な 政治 改革 が 成功 を お さめ 、 帳 峨 朝 の ころ に は 地方 政治 
が ある 程度 安定 し 、 宮 廷 で 中 国 風 の 文化 が 栄え た 。 も っ と も この ころ に は 唐 に 
衰退 の 兆 が 現われ 、 積 極 的 に 遺 唐 使 の 派遣 行なわ れ な く な っ て いた 。 そ の た 
め に 、 唐 の 最新 の 文化 を 形式 的 に まね た 天平 文化 と 異な る 、 日 本 人 が 中 国文 化 


の な か の 良い 面 を し ゅ うぶ ん 消化 し て うけ いれ た 文化 が 芽生 を て きた 。」『 

虚 峨 天皇 の 即位 か ら 百年 間 ぐ らい の 後 、 紀 仁之 ・ 王 生 忠 究 ・ 紀 友則 ・ 凡 河内 
船 情 の 四 人 は 、 醍 醐 天皇 の 勅 を うけ て 、「 古 今 和 歌集 ] と いう 最初 の 勅撰 和歌 
集 を 編 筐 し まし た 。 貫 之 が その 歌集 に 書い た 「 仮 名 序 ] と いう 歌 諭 の テキ スト 
は 、 漢 詩 に 対立 し て 、 和 歌 を 「 色 好み の 家 ] (つま り 、 恋 人 と 会 う 機 会 だ け で 
詠ん で いた 状態 ) か ら 文学 の 地位 まで 引き 上 げた と 思わ れ ま す 。 

これ か ら 、『 土 佐 日 記 】 か ら 選 ん だ 二 日 分 の 記録 を 検討 し て 、 以 上 に 述べ た 
要素 が 作品 の 構成 に どの よう な 役割 を 果たし た か と いう こと を 示し た いと 思い 
ます 。 こ の 二 日 分 の 記録 だ け を 選ん だ 理由 は 、 特 に 、 こ の 部 分 の それ ぞ れ の 構 
造 に 、 文 体 の 水準 だ け で な く 、 比 隊 と 文学 ジャ ン ル の 曖昧 さ ・ 折 青 性 が 見 られ 
る か ら で す 。 け れ ど も 、 文 体 の 騰 化 し た 記録 に 当たっ て 密教 と 履 風 絵 の 構図 と 
の 影響 の 可能 性 を 考慮 に 入れ る と 、 何 か の 作品 の 内 的 論理 を 見 つけ られ る と 思 
いま す 。 有 名 な 二 十 世紀 の フラ ンス の 哲学 者 ミシェル ・ フ ー コ ー は 、 あ る 古代 
文化 、 ま た 古代 文学 の 遣 物 は 後世 に 残す た め の メ ッ セ ー ジ で は な く 、 著 者 が 生 
き て いた 文明 と か その 人 々 の た め に 創造 し た 美術 作品 で し か な いと 述べ て いま 
す 。 従っ て 、 あ る 時 代 の 文明 を も っ と 先 に 創造 され た 他 の 文明 に 翻訳 ・ 翻 案 が 
不可 能 で ある と いう 悲観 的 な 意見 に な る と 思い ます 。 要 する に 、 紀 人 貫 之 は 『 土 
佐 日 記 】 を 書い た 際 に 、 彼 が 生き て いた 時 代 、 つ まり 平安 時 代 前 期 だ け の 文学 
ジャ ン ル 意識 や 読者 の 予期 な ど を 想像 し た 可能 性 が ある と 思い ます 。 だ か ら 、 
我々 が よく 知っ て いる アリ スト テレ ス の 「 詩 学 』 に 提起 し た ミ メ ー シ ス (模写 ) 
の 範 瞳 を 否定 し て 、 任 之 ら の 平安 時 代 前 期 の 人 人々 に と っ て 「 文 学 ] と いう 概念 
は どう いう 意味 だ っ た か と の 質問 に 答え て みて 、 そ の 文明 の 範囲 だ け で 平安 文 
学 を 評価 し た いと 思い ます 。 他 の 研究 の し か た は 、 つ まり 現在 の 予想 の 視点 か 
ら 吐 之 の 作品 の 価値 を 見 出す の は 時 代 錯 誤 の 一 種類 と も 言え る で し ょ う 。 

次 に 、 私 は 資料 を 分 析 し た いと 思い ます 。 資料 に は 二 日 分 を 記入 し まし た が 、 
本 発表 で は 二 番 目 の 資 料 だ け 検討 し た いと 思い ます 。 資料 2 を 御覧 に な っ て 下 
さい 。 ま ず 、 文 語 の 原文 を 述べ た いと 思い ます # 


[E 家 月 超 』 一 邊 末 世 上 月 : 

曇 れ る 雲 な く な り て 、 暁 月 夜 い と お も し ろ け れ ば 、 船 を 出だし て 靖 ぎ ゆく 。 
この 間 に 、 雲 の 上 も 海 の 底 も 、 同 じ ご と くに な む あ り け る 。 も むべ も 、 昔 の 男 
は 、「 棟 は 窪 つ 波 の 上 の 月 を 。 船 は 圧 ふ 海 の うち の 天 を 」 と は いひ けむ 。 開 
き ざ れ に 聞け る な り 。 ま た 、 或 人 の よめ る 歌 、 

水底 の 月 の 上 より 病 ぐ 船 の さき を に さ は る は か つら な る らし 

これ を 聞き て 、 或 人 の また よめ る 、 

影 見 れ ば 波 の 底 な る ひさ か た の 空 漠 ぎ 渡 る われ ぞ わ び し き 

か くい ふ 間 に 、 夜 や う や く 明 け ゆ くに 、 覆 取り ら 、「 黒 き 雲 に は か に 出 で 
来 ぬ 。 風 吹き ぬ べ し 。 御船 返し て む ] と いひ て 、 船 帰る 。 こ の 間 に 雨 降り ぬ 。 
ぃ いと わび し 。 
以上 に 述べ た 記録 は 、 あ まり 文学 的 要素 と 認め られ な い 事 実 的 な 序文 か ら 始 

まり ます 。「 藝 れる 雲 な く な り て 、 暁 月 夜 い と お も し ろ け れ ば 、 船 を 出だし て 
消 ぎ ゆく 。] 口語 に 訳す と 「 曇 っ て いた 雲 が な く な っ て 、 暁 月 夜 が ほん と に 美 
し い の で 、 船 を 出し て こい で 行く 。」 と いう よう に な り ま す ? 武井 睦 雄 氏 が 提 
起 し た 理論 に 従っ て \ 貫 之 は その 時 代 に 、 漢 文書 か れ た 公式 的 な 日 記 で は な 
く 、 私 的 な 仮名 日 記 と いう 文学 ジャ ン ル の 模型 は まだ 創造 され て いな か っ た か 
ら 、 平 安 京 の 貴族 の な か に 盛ん で あっ た 具 注 暦 と 和歌 集 と の 二 つ の ジャ ン ル の 
規則 を つなげ て 、 新 し い 表 現 や ジャ ン ル の 模型 な ど を 模索 し て 創造 し て みた よ 
う で す 。 そ の 故に 、「『 土 佐 日 記 】 の 構成 に 、 あ る 程度 の 曖昧 さ 、 あ る い は 文体 
の 混在 の と ころ が 見 られ る と 武井 氏 は 述べ て いま す 。 そ うい う 理 論 の 視点 か ら 
みる と 、 も ちろ ん 「 船 を 出だし て 滴 ぎ ゆく 」 まで の 部 分 は 具 注 暦 の よう な 事実 
的 記録 で す が 、「 こ の 間 に 、 雲 の 上 も 海 の 底 も 、 同 じ ご と くに な む あ り け る 」 
と いう 次 の 文章 に 於 ける 空 と 水 に 映っ た も の と を 同一 に し た と ころ か ら 和 歌集 
の 詞書 の よう な 旅情 的 部 分 が 始ま る よう で す 。 

だ が 、 私 は 、 貫 之 が た だ 二 つ の ジャ ン ル の 規則 を 混ぜ て 新しい 文体 を 創造 し 
た と いう 解釈 だ け す る と 、 説 明 の で き な い 様々 な テキ スト の 謎 が まだ 残る だ ろ 


うと 思い ます 。 こ れ か ら 、 こ の 資料 の 新しい 読解 を 提起 し た いと 思い ます 。 私 
の 意見 で す が 、「『 土 佐 日 記 』 の 一 月 十 七 日 の 記録 の 構成 に 一 番 重 要 な 要素 は 、 
ちょ うど 前 に 述べ た その 空 と 反映 と の 比較 ・ 同 一 し た と ころ だ と 思い ます 。 
「 こ の 間 に 、 雲 の 上 も 海 の 底 も 、 同 じ ご と くに な む あ り け る | と いう 文章 で す 。 

語 訳 を 参考 する と 、「 こ の 時 に は 、 雲 の 上 も 海 の 底 も 、 同 じ よ うに 月 が 輝い 
て 美しい こと だ っ た 」 と 書い て あり ます が 、 少 し 意味 が 明瞭 過ぎ る だ ろう と 思 
いま す 。 原文 に は 、 そ の 比較 の 元 は 全然 表現 され て いま せん か ら 、 あ る 程度 の 
不明 瞭 き 、 ま た 曖昧 さ が 感じ られ る で し ょ う 。 そういう 曖昧 さ は 密教 の 来迎 図 
(例え ば 、 平 等 院 の 鳳 風 堂 の 「 九 品 来迎 図 」)“ や 選 風 絵 (例え ば 、「 山 水 羽 風 ])“ 
な ど を 観る と き と 同 じ で し ょ う 。 

私 が 初め て 「 山 水 扉 生 ] を 見 た 際 に 、 特 に 印象 に 残っ た の は 、 景 色 の 不 自然 
さ で し た 。 中 国 唐 の 文人 画 に 見 られ る よう に 、 自 然 な 要素 を 色々 集め て 描い た 
た め に 、 蛇 足 の よう に 多 す ぎ て 、 全 体 的 に は どこ に も 存在 し な い 不 自然 な 景色 
に な っ た と いう 技法 で し た 。 し か し 、 私 は そう いう 風 に 描か れ た 平安 時 代 の 大 
風 に は 、 密 教 の 思想 ・ 教 え の 影 響 も 見 られ る と 思い ます 。 密教 の 思想 に 一 番 重 
要 な 概念 は 「 無 常 観 ] で し ょ う 。 つ まり 、 世 界 と 我 が 命 は 常 で は な く 、 変 わり 
や すく て は か な いも の だ と いう 意見 で す 。 要 する に 、 頼 り に な ら な く 元 の な い 
状態 で し ょ う 。 け れ ど も 、 哲 学 的 な 思想 ・ 概 念 を 美学 的 範 暗 ・ 作 品 の 構造 に 翻 
案 し て みる と 、 文 学 作品 の 構成 に どう いう 風 に その は か な さ の 表現 が で きる で 
し ょ うか 。 資料 の 傍 線 を 引い た 部 分 に 貫 之 の 技法 が よく 見 られ る と 思い ます 。 
まず 、 空 、 つ まり 実像 と 水 に 映っ た 虚像 を 同一 され た の は 、 次 の 文章 の 曖昧 さ 
を 起こ し た 触媒 の よう な 要素 で し ょ う 。 実際 の も の は その 反映 と 同一 化す る と 、 
今 語 り 手 は どちら の 世界 に いる か 、 つ まり 唐 風 文 化 の 範囲 に いる か 、 ま た 国 風 
文化 の 範囲 に いる か 、 と いう こと は 分 か ら な く な り ま す 。「 水 底 の 月 の 上 より 
清 ぐ 船 の さき を に さ は る は か つら な る らし 」 と いう 或 人 に 詠 ま れ た 和歌 に は 、 も 
うす こし 鋭く し た 技法 が み ら れ る と 思い ます 。 実際 の 月 と 水面 に 映っ た 月 と 同 
一 化す る こと だ け で は な く 、 中 国 の 伝説 に 登場 し た 月 に 生え て いた 桂 を 虚像 の 


月 (水面 の 月 ) に 生え させ て 、 実 際 の 醒 に 触ら せ た 曖 昧 な 技法 で す 。 貴之 は 実 
像 か ら 虚像 へ 、 ま た 逆 に 虚像 か ら 実 像 へ の 何 回 も 移動 し た た め 、 頼 り の な い 無 
常 的 な 世界 を 創造 し た と 思い ます 。 一 月 十 七 日 の 記録 に 詠ん だ 和歌 は 中 国 唐 の 
買 島 の 詩 を も と に し た が 、 貫 之 の 特徴 は 比 隊 の 深 さ と 実像 と 虚像 と の 問 に お け 
る 何 回 も の 曖昧 な 移動 だ と 思い ます 。 

私 は 平安 時 代 文学 、 ま た 特に 紀 貫 之 の 作品 を 、 現 在 の 私 達 の 文学 作品 へ の 予 
想 を 考慮 に 入れ た も の で は な く 、 最 初 、 著 者 が 生き て いた 時 代 に 、| 文学 」 と 
いう 概念 が どの よう に 理解 され て いた か 、 文学 作品 へ の 予想 は どう だ っ た か 、 
と いう 質問 に 答え を た いと 思い まし た 。 も し 、 貫 之 が 今 復活 し た ら 、「 文 学 と は 
何 か 」 「 ど ん な 役割 を 果たし て いる か 」 と いう 質問 に 、 私 達 が 今 ま で 想像 し て 
いた 答え と 全然 違っ た 答え を を する だ ろう と 思い ます 。 だ か ら 、 ま ず 、「 土 佐 日 
記 】 は その 平安 時 代 前 期 の 人 人々 に と っ て どん な 意味 が あっ た か 、 ど ん な 役割 を 
果たし た か と の 質問 に 答え て みて 、 作 品 の 評価 、 解 釈 し よう と 思い まし た 。 貫 
之 ら に と っ て は 、 正 式 な 構造 と か 整え た 文体 な どの 要素 が 重要 で は な く 、 文 学 
作品 に は 色々 な 要素 、 ま た 色々 な ジャ ン ル の 規則 を 混ぜ て 、 不 明瞭 な 履 風 絵 の 
よう な 作品 を 創造 し た が っ て いた と いう こと を 証明 する の は 本 発表 の 一 番 重 要 
な 目 標 で し た 。 以上 で す 。 


資料 1 

土佐 日 記 』 十 二 月 二 十 七 日 (部 分 ) 

守 の 館 の 人 々 の 中 に 、 こ の 来 た る 人 々 ぞ 、 心 ある や うに は 、 い は れ ほ の めく 。 
か く 別 れ 難く いひ て 、 か の 人 々 の 、 口 網 も 諸 持 ち に て 、 こ の 海辺 に て 担 ひ 出 だ 
せる 歌 、 

惜 し と 思ふ 人 や 留 る と 華 鴨 の うち 群れ て こそ われ は 来 に けれ 
と いひ て あり けれ ば 、 い と いた く 賞 で て 、 ゆ く 人 の よめ り け る 、 
さ を さ せ ど そ こ ひ も 知ら ぬ わ た つみ の 深き 心 を 君 に 見 る か な 
と いふ 間 に 、 可 取り も の の あはれ も 知ら で 、 お の し れ 酒 を くら ひつ れ ば 、 早 く 


去 な むと て 、「 湖 みち ぬ 。 風 も 吹き ぬ べ し | と 騒 げ ば 、 船 に 乗り な むと す 。 

この 折 に 、 在 る 人 々 、 折 節 つ け て 、 漢 待 (か ら う た ) ども 、 時 に 似つか は し 
きい ふ 。 ま た 或 人 、 西 国 な れ ど 甲斐 歌 な どい ふ 。「 か くう た ふぁ ふ に 、 船 屋形 の 鹿 
も 散り 、 空 ゆく 雲 も 漂 ひ ぬ ] と ぞい ふ な る 。 


資料 2 

「 土 佐 日 記 』 一 月 十 七 日 : 

曇 れ る 雲 な く な り て 、 暁 月 夜 い と お も し ろ け れ ば 、 船 を 出だし て 滴 ぎ ゆく 。 
この 間 に 、 雲 の 上 も 海 の 底 も 、 同 じ ご と くに な む あ り け る 。 む べ も 、 昔 の 男 は 、 
「 柱 は 容 つ 波 の 上 の 月 を 。 船 は 圧 (お そ ) ふ 海 の うち の 天 を ] と は いひ けむ 。 
聞き ざれ に 聞け る な り 。 ま た 、 或 人 の よめ る 歌 、 

水底 の 月 の 上 より 滴 ぐ 船 の さき を に さ は る は か つら な る らし 
これ を 聞き て 、 或 人 の また よめ る 、 
影 見 れ ば 濾 の 底 な る ひさ か た の 空 滴 ぎ 渡る われ ぞ わ び し き 

か くい ょ ふ 間 に 、 夜 や う や く 明 け ゆ くに 、 相 取 りら 、「 黒 き 雲 に は か に 出 で 来 
ぬ 。 風 吹き ぬ べ し 。 御船 返し て む ] と いひ て 、 船 帰る 。 こ の 間 に 雨 降り ぬ 。 い 


資料 3 
李白 「 贈 注 倫 」 (李白 詩 選 』 (2001) より ) 
李白 乗 舟 将 欲 行 李白 舟 に 乗っ て 将 に 行か ん と 欲す 
色 聞 岸上 踏 歌 声 処 ち 開く 岸上 踏 歌 の 声 
桃花 渡 水 深 千 尺 桃花 凛 水 深 さ 千 尽 
不 及 注 倫 送 我 情 及ば ず 注 倫 我 を 送る の 情 に 


資料 4 
買 島 の 詩 の 部 分 ([「 土 佐 日 記 】 (1993) より ) 


醒 容 波 底 月 


船 圧 水 中 天 
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* 討議 要旨 

山口 博 氏 は 、 も し 紀 任 之 に 「 土 佐 日 記 } に は どう いう 意味 が ある の か と 尋ね た ら ど う 答 えた だ ろう 
か 、 と 尋ね 、 発 表 者 は 、 古 今 集 仮 名 序 ・ 大 井川 行幸 和歌 序 ・ 新 撰 和 歌 序 な ど と 同様 、 仮 名 に よる 文化 
創造 の 試み で ある と 答え た だ ろう 、 と 答え た 。 ま た 、 山 口 氏 は 、 貫 之 の 和歌 に は 無常 観 を 詠ん だ も の 
が ある の か 、 と 尋ね 、 話 風 絵 に は 実 と 虚 の 混在 や 曖昧 さ が あ り 、 そ れ は 無常 観 で あり 、 そ れ を 歌う 必 
風 歌 に も 無常 観 が ある 、 と 答え た 。 

神野 藤 昭 夫 氏 (議長 ) は 、 慣 風 絵 と 無常 観 の 関係 に つい て さら に 尋ね 、 発 表 者 は 、 曖 昧 さ は 必 風 絵 
の 構図 に 由来 する が 、 そ れ が 無常 観 を 表現 し て いる 、 土 佐 日 記 に お ける 文体 の 混在 、 折 東 性 も それ に 
つなが る 、 と 答え た 。 

中 野方 子 氏 は 、 貫 之 の 歌 で 、 水 に 映る 月 を 詠む も の に 、 仏 教 の 十 距 の 影響 が ある と 思わ れる 、 従 っ 
て 無常 観 と いう より 空 観 に 関わ る の で は な いか 、 た だ 土佐 日 記 に つい て は 考え て いな か っ た の で 興味 
深い 、 と 述べ 、 発 表 者 は 、 和 歌 を 含め て さら に 考え た い 、 と 答え た 。 


